
   

事 務 連 絡 

令 和 ７ 年 ７ 月 2 8 日 

 

関係団体 御中 

 

厚 生 労 働 省 保 険 局 国 民 健 康 保 険 課 

厚 生 労 働 省 保 険 局 高 齢 者 医 療 課 

厚 生 労 働 省 保 険 局 医 療 介 護 連 携 政 策 課 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部精神・障害保健課 

厚 生 労 働 省 老 健 局 高 齢 者 支 援 課 

厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課 

厚 生 労 働 省 老 健 局 老 人 保 健 課 

こ ど も 家 庭 庁 支 援 局 虐 待 防 止 対 策 課 

こ ど も 家 庭 庁 支 援 局 家 庭 福 祉 課 

こ ど も 家 庭 庁 支 援 局 障 害 児 支 援 課 

 

 

要配慮者に対する資格確認書の申請等に関する説明動画について 

（周知依頼） 

 

 

平素より厚生労働行政につきまして、格段の御高配を賜り、厚く御礼申し上げま

す。 

令和６年 12 月２日以降、マイナ保険証(健康保険証の利用登録がなされたマイナ

ンバーカードをいう。以下同じ。）を基本とする仕組みに移行する中で、資格確認書

の取扱いに関して、マイナ保険証を保有していない方については、本人からの申請

によらず職権で交付することに加え、高齢者や障害者の方など、マイナ保険証の利

用に当たって配慮を必要とする方（以下「要配慮者」という。）については、マイナ

保険証を保有している場合でも、申請に基づき資格確認書を交付する取扱いとして

いるところです。 

先般、「福祉施設や在宅の要配慮者に対する資格確認書の交付等について」（令和

７年５月 13 日付け厚生労働省保険局医療介護連携政策課等事務連絡）にて、資格確

認書の申請交付や、要配慮者に関するマイナ保険証の取扱いについてお示ししまし

たが、マイナ保険証や資格確認書の運用をよりご理解いただけるよう、今般、当該

事務連絡の要点などをまとめた説明動画を作成いたしました。 

つきましては、本動画も活用のうえ、関係方への周知にご協力いただきますよう



   

お願いします。なお、動画内で使用している別添資料は、説明動画とともに厚生労

働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_43776.html）にも掲載し

ておりますので、あわせてご活用ください。 

 

説明動画：https://www.youtube.com/watch?v=lJ2JGjnJwm0 

資料  ：https://www.mhlw.go.jp/content/10200000/001523536.pdf 

 



要配慮者の資格確認書の申請等に関する説明動画

厚生労働省 保険局



これからの医療機関の受診方法（マイナ保険証と資格確認書）

1

○ いま手元にある発行済みの健康保険証について、国民健康保険に加入されている多くの方は、

本年７月３１日以降、順次有効期限の満了を迎えます。（最長でも１２月１日まで）

○ 今後は、医療機関を受診される際、

・ マイナ保険証を持っている方はマイナ保険証を、

・ マイナ保険証を持っていない方は資格確認書を（従来の健康保険証と同様にお使いいただけます）

ご利用いただくのが基本となります。



資格確認書の取扱いについて

2

○ 昨年１２月から保険証が新規に発行されなくなり、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行す

る中で、マイナ保険証をお持ちでない方には資格確認書を申請によらずお送りするほか、来年夏ま

での暫定措置として、75歳以上の後期高齢者には、マイナ保険証の有無によらず全員に資格確認

書を交付することとしています。

○ 他方で、74歳以下の方は、マイナ保険証をお使いいただくのが難しい方（65歳以上の高齢者や、

障害者などの要配慮者の方）の場合、保険者に申請をしていただいて資格確認書の交付を受けるこ

とになります。

○ 今般、国民健康保険の有効期限の到来を順次迎えるに伴い、この資格確認書の交付申請の周知

について御協力をお願いいたします。

※ 資格確認書自体は、法律に根拠があるものであり、暫定的な運用ではありません。

（参考）

6/2読売新聞朝刊掲載の新聞広告



福祉施設や在宅の要配慮者に対する資格確認書の交付等について
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今後、国民健康保険の保険証の有効期限が順次到来していく中で、マイナ保険証を既に保有しているが利用が難しい

高齢者・障害者等の要配慮者については、必要な場合には資格確認書の申請を行っていただくこととされており、資

格確認書の申請交付やマイナ保険証の取扱いについて、以下の内容の周知について御協力いただきたい。

保険証の有効期限前が切れる前の資格確認書の交

付申請の呼びかけ（要配慮者はマイナ保険証に加

え、資格確認書も保有可能）

申請に当たり、福祉施設等の利用者は施設側で代

理申請が可能

在宅の要介護者についても、本人の状況に応じて、

ケアマネや自立相談支援員、その他介護・障害

サービス事業者からも申請の呼びかけ

児童養護施設等に入所等をしている児童について

も、当該児童の親権者から委任を受けた施設職員

等が資格確認書の代理申請を行うことが可能

施設側でカードを預かる際に、暗証番号までを管

理することが求められてはいない

施設での管理の都合上、マイナ保険証の登録を解

除する必要はなく、申請で資格確認書が交付

マイナ保険証を施設側で預かって利用者が受診す

る際、暗証番号がなくても、顔認証又は医療機関

等の職員の目視確認による方法で受診可能

（４月から目視確認の運用が簡便に）

健康保険証の有効期限が切れる前に、マイナ保険

証の利用登録の状況や、手元にマイナンバーカー

ドがあるかの確認を

要配慮者に関するマイナ保険証の取扱い資格確認書の申請交付



資格確認書の交付申請について
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マイナ保険証を保有している方のうち資格確認書の交付対象となる方



保険証の切り替わりに伴う周知のリーフレット
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目視モードのリーフレット
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～目視モードを利用する医療機関・薬局の声～

マイナンバーカードを使えずに諦めて、保険証で確認
することはなくなった。【薬局】

使い勝手が上がり、すぐに切り替えて使えるように
なった。スムーズで助かっている。【病院】
薬剤同意等に関しては、本人が入力できる場合には、
自身で対応。無理なら、口頭で同意確認＆入力サポー
トするか、ご家族に問診。【病院】
救急外来でも通常外来でも、お薬の情報はやはり確認
したい。マイナンバーカードが使いやすくなるため、
その観点でも目視モードの改善はよかった。【病院】

患者の多くが80～90歳の高齢者（平均年齢82歳）。
１日20名くらい受診があり、かなり使っている。認知
症の方もおり、そういった方は顔認証・暗証番号は難
しいことが多いので、受付時には基本的に目視確認
モードを使っている。【診療所】

患者も、暗証番号を１回間違えるとすごく不安になる
が、目視でできると言えばすごく安心する。【歯科】
顔認証がうまくいかず後ろがつっかえると、患者自身
が焦ってしまうので、患者目線の観点からも目視で対
応できるのはありがたい。【歯科】



よくある質問（支援者・ご家族向けご説明資料より）
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Q１. 障害がある場合、マイナ保険証の利用の際に家族や施設職員の方等が介助してもよろしいでしょうか。

A. 患者の方の希望によりご本人の前で支援を行うことを妨げるものではありません。

ご自身でマイナンバーカードを顔認証付きカードリーダーに置くことが難しい（車いすに乗っている、

視覚障害を持っている等）等のやむを得ない事情があり、患者ご本人から希望があった場合に、家族の

方や介助者、施設職員等が患者のマイナンバーカードを顔認証付きカードリーダーに置く等の必要な支

援を行うことは、差し支えありません。

Q３. マイナンバーカードには大事な情報が入っていますか？持ち歩いていいか心配です。

A. マイナンバーカードにはプライバシー性の高い情報（保険証情報や医療情報等）は入っていません。また、
カード裏面のマイナンバー（12桁）を知られただけでは悪用されません。

マイナンバーカードのセキュリティは厳重に管理されています。従来の健康保険証のように、安心してお

持ち歩きください。

紛失・盗難された場合は、いつでも一時利用停止ができますし、写真付のため、第三者が容易になりすま

すことはできません。

また、暗証番号が一定回数間違うとロックされます。不正に情報を読みだそうとするとチップが壊れる仕

組みもあります。

万が一紛失された際には、マイナンバー総合フリーダイヤルにお電話ください。音声ガイダンスに従って、

24時間365日、一時利用停止することが可能です。

なお、マイナ保険証利用時、医療機関や薬局が参照できるデータは、現行の健康保険証と同じ情報（氏名、

住所等）と、ご本人の同意があった場合に限り、受けている治療内容やお薬の履歴が閲覧可能となります。



福祉施設等でのマイナンバーカード・資格確認書の管理について
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• 施設入所者等のマイナンバーカードについては、入所契約や預かり証等の合意に基づき、施

設側で管理することが可能です。

• 資格確認書については、従来の保険証と同様に、施設等で管理することが可能です。

• マイナンバーカードの暗証番号については、原則として法定代理人以外に知らせることは適

当ではないですが、施設側でカードを預かる際に暗証番号までを管理することが求められて

いるものではありません。暗証番号を施設側で管理していなくても、医療機関の受診時には

マイナ保険証の目視確認で受付が可能であり、入所者に対して、マイナ保険証の解除を求め

る必要はなく、

入所者の方が暗証番号の管理に不安を覚えている場合には、暗証番号の設定を不要にし

た顔認証マイナンバーカードに切り替えていただくか、

利用登録の解除をしなくても、資格確認書の申請により交付が受けられ、マイナ保険証

と資格確認書の２枚を手元に持っておくことが可能

となっておりますので、こうした内容も御案内下さい。



マイナ救急について
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マイナ保険証は救急時の備えとしても活用できるため、ご利用いただける方には外出時にも携行いただきたい。


